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おくうら夢のまちづくり協議会 
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民家が途絶える曲坂周辺。街路灯は奥浦にとって重要な防犯灯。 

福江に自転車通学する学生を始め、住民の方たちが安心安全に 

生活に出来るように、防犯防災部会の皆さんも頑張って下さって

います。 

３月２２日（日）宮原展望所、堂崎天主堂入口、奥浦慈恵院跡地と跡地下、金子産業旧冷凍庫前の除草作業と、

六方県道沿い街路灯周辺の伐採作業を行いました。 

心配していた雨も降ることなく、日が照り付けるわけでもなく、作業がしやすい天気ではあったと思いますが、 

南北に長い奥浦の地形の約8割に及ぶと思われる、県道沿い約８Kmの大作業。 

連休最終日という事もあり、観光バスが次から次に通り、大変な作業だったと思いますが、環境保全部会・地域

振興部会・防犯防災部会の皆様、お手伝い頂き誠に有難うございました。 
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★月１回発行 長崎県五島市（奥浦地区）戸別配布 

 

 

奥浦地区の人口 
(Ｒ２．２.２９現在) 

（先月人口総数より―４） 

 前年２月末：９９８人 

※（ ）は前月比 
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男 27 41 12 30 42 63 99 73 51 14 0 452

女 19 37 18 22 52 66 87 101 90 43 0 535
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【講師】 

＜ 新潟県 ＞ 

都岐沙羅 

パートナーズセンター 

 理事・事務局長 

斎藤 主税
さいとう ちから

 氏 

 

２月２４日（月・祝）奥浦地区公民館2階ホールで、「将来を見据えたまちづくり

協議会のあり方を考える」をテーマに『奥浦地区 まちづくり協議会研修会』が 

行われました。 

まず、講師の斎藤主税氏より、なぜ、まちづくり協議会（小規模多機能自治）が

今の時代必要なのか？今後の地域の将来はどうなるのか？を説明頂きました。 

そこで、重要視されるのが住民アンケート。 

それも、世帯アンケートではなく、世代ごとの意見が反映される全住民   

アンケートである。 

何故ならば、世帯アンケートでは埋もれやすく見過ごされやすい真実、若い 

世代や学生の貴重な意見に目を向けることが出来るから。 

この研修を受けられた参加者より、全住民アンケートは重要であり必要である。 

との意見を頂きましたので、今後、奥浦地区でも全住民アンケートを行い、 

貴重な意見の発掘に取り組んでいきたいと思っているところです。 

その後、現在おくうら夢のまちづくり協議会で取り組んでいる「特産品づくり

活動事業」の、今後の展開について考えていきました。 

手法としては色々あるそうですが、世代を超えたまちづくりや、介護予防、 

健康促進に繋がり、高齢者の活力となる取り組みの方法を教えて頂き、手応え

ある回答に参加者の方々も大変満足されたようです。 

貴重な３連休の最終日、奥浦の事を真剣

に考えて頂き有り難うございました。 

皆様から頂きました、貴重なご意見は、

今後の活動に役立てて行きたいと思って

おります。 

皆様、お疲れ様でした。 

3 

奥浦だより「よかとこ！おくうら」Ｎｏ.６９ 発行：令和２年４月１日 奥浦集落支援員（小嶋） 

 

 

広大な敷地、規模の大きさにびっくりです。 温度・湿度管理の大切さを学びました。 

出来ることは、やってみよう‼ 隅から隅まで見させてもらいました。 

＜ 諫早市高来町  ＞ 

農業生産法人 

有限会社たかき 

代表取締役 

松永 孝典 氏 

「幻の高来そば 食事処」 

2019年、クラウドファンディングで支援

を受けて、2003年より運営していた、 

地元農産物や加工食品を直販する「轟街道

ふれあい市」の隣に、食事処と厨房を  

開設。 

 
2月17日（月）・18日（火）地域振興部の5名が、そば研修の為、諫早市高来町にある

「有限会社 たかき」を訪れました。 

現地では、代表取締役の松永孝典氏より、古くから伝わる希少種「幻の高来そば」について

の説明をしてもらいました。 

その後、昼食に「幻の高来そば」を頂き、農機具や畑の見学。 

規模の大きさに圧倒しましたが、奥浦でも活用できそうなところもあるので、出来ること 

から取り入れて行きたいと思っています。 

轟街道ふれあい市 

ただのビニールハウス

ではありません。 

ビ ニ ー ル ハ ウ ス の  

お食事処と、プレハブ

の厨房です。 

水はけは、とても重要な 

作業だそうです。 


